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Weida (ゲーラ南のIIT)，次いでゲーラ.Plauen (プラウエン)の代官が任命された.代 J再らに与え
られていた収益椛(とくに，関税徴収権)は，ほぽ1200年以、降，領域支配権を擁立しその領域は間
はLobenstein. Burglくから， :1ヒは Werdau・ゲーラ.Weida，南は Adorf.Markneukirchen，東は
Falkenstein . Auerbach・Wiesenburg(ツヴィカウ南東)に及んでいた.ある時期は，ネーフ周辺地




Schleitz周辺のGauWisenta， Greiz . Mylau・EIsterbergJ苛辺の地域などであった.代官支配以前にも，
12 Cにドイツ人の入植がみられたが，テューリンゲン東部・ Oberpfalz. Main-Frankenなどからの農
民であった.中世間墾地域には， とくに東部と南部の相対的に標高の高いところには，林地持分村
( Waldhufendorf)が特徴的であり，他方中世以前の古い居住地域には，広場付(Platzdorf)・路村




近代になって， 1846年に東はライプチヒから Reichenbachへ 西はバンベルクからプラウエンへ1848
年に鉄道が開通した.両方の鉄道を結ぶのが難題で， 2本の大きな鉄道橋によって， 1851年に両者は




ルパート列席の下に開通式が執り行われた. もう 1本のWeiseElster )1に架かる鉄道橋は，プラウ




し，遠隔地へ輸送されていた.プラウエン・ Falkenstein. Auerback . Elsterberg . Oelsnitz . Treuen 












楽楽器工業の成立・ 1地・構造』が， 1設も権威のあるものである.版本のコピーが1l1~ 者IS 1くlingenthal
のIJT"Jil主!書館にあり，特別の好意で持ち出させてもらい，主安部をコピーした.以下はそれを中心に，
若干の他の文献の記述を混じえてまとめてみた.
Plボヘミアのバイオ 1)ンは北イタリアで16C 末に成立した I~I] 1 1J:i'I~ な， Ficlel (ノてイオリンのJJfl!J;~! で，
小さな弦楽器.ルネッサンス・ノて口 yクHJにも用いられた)・ Viola c1a braccio・Lira(リュート)な
どがそのJlf(ls~! であった.最初jの弦楽器の製作者は， Gasparo c1a Salo (本来は Bertolotti，1542-1609) 









郡者ISKlingenthal (クリンゲンタール)にr持東方向でi持接する Graslitz(J見チェコ Kraslice)には，
1631年に 1人のバイオリン製作者がし 1たことは文献で分っている.彼が他所からその技術を導入した
のか，自らの発明なのかは13)1らかではない.独自の発明という説と，ザクセンのフライベルクから導




























発展した. 15km束の郡者1$1くlingenthalは， 1716年にバイオリン製作者ギルドが結成され， 18C中葉の
マイスターの数がMarkneukirchenよりもそれほど少なくはないのに， 19 C 初頭までは楽器のIUTとし










ようになった. 19 C初頭以来 外国産木材がいくつかの部i弘には多く用し Eられるようになった.
バイオ 1) ン取引の増大，運搬業の発達，楽器工業の確l~l たる伝統などにより，他種類の楽器工業を
発生させることになった. 1720年 Markneukirchenの弓製作に30年遅れて 弦の製作が始まった.弦
と弓の製作はバイオリン製作者と蕗人から望まれていたことで，弦楽器製作の完成のためには不可欠
のものであった. 19 Cには弦と弓も独立した商品となり 地場需要を凌駕するほどまでになった.
1777年 Markneukirchenの弦製作者はギルドを結成し，ザクセン侯国に保護法を求めた.弦生産の拡
大によって地場の羊)J基は不足し， 19 C前半には組織的に商人ルートで，デンマーク・イギリス・ロシ
























19 C初頭には Vogtland，とくに Markneukirchenには多数のi問屋があった.問屋はますます輸出を














ノてイオ 1) ンの主要部 i完i で、ある体[響I!!~] JlI司 (Korpus)はほとんどがいbyとその周辺で生産されてい
た. Vogtlandでは分業化がますます進んだため，体制の生産はほとんどなくなってしまった.生産
は家内:L業 I~I<J に行われていたが チターと羊)傷生産は19C 末と 20C 初頭に工場~I~ に行われ始めた.
i段IW!JJ!)Jには弦楽器と後弦楽器は工業化ができずに危機を迎えていた.吹奏楽器も量・質の百iでボヘ







工業も i可様に，統合化はIJ~ く，それゆえに第 2 次大戦までには，技術的発展は停滞していた.
第三帝国時代には金管吹奏楽器の需要が増え 労働力はほとんど全てボヘミアから来ていた.
Kraslice地域は19Cに急成長し 繊維工業と並んで二大中心産業であったが，ついには楽器工業が繊
維工業を凌駕した. Vogtlandの吹奏楽器工業は， Krasliceへの部品供給に止まり， Krasliceは早く工




















1945年，第二次大戦が終り， 1919年来ドイツ[ドイツ氏主共和国ニ DDl~J が成立すると大きな変:.'1'，:
が行jっi1-tこ
① I/Jj主の排除と人民所有・半国営・組合経常の形成
② 生産の統合によって，技術向上を [~I る.
③ 楽器製作の科学的恭能の創設
④ 新規市j誌の計1m(]<J I対抗i と，統一I']~職業教育の係立と後継者の育成
その過程で，コメコン経済体制の iごでの国際的分業経済の中で， Vogtlandの楽器工業は大きく躍
進した. 1964/rf三Vogtlandの楽器・楽器部Jili・楽器関連工業412企業のうち， 5が人民所有， 43が半i童




(5.3% )・電子楽探 (5.4%)・打楽器 (0.8%)があるが 小さなものであった.
1969年当時，楽器製作地は20集落で， うち11はKlingenthal郡 (Klingenthal. Zwota . Oberzwota . 
Markneukirchen' Breitenfeld' Gunzen・ Wohlhausen・ Erlbach・ Wernitzgrun' Landswist. 
Schoneck)， 9はOelsnitz1~) (Adorf' Marieney . Leubetha . Hermsgrun・Bergen. Sohl . Rohrbach . 








アコーデ‘オン 2、739 (42.6%) 木管楽器 394 ( 6.1%) 
ハーモニカ 712 (11.1%) 金管楽器 574 ( 8.9%) 
弓R子LコJ三エiヨ乙ユフ点Tて:ら会，一所口n 213 ( 3.3%) 打楽器 51 ( 0.8%) 
弦・楼弦楽器 862 (13.4%) ヱ臼2二泊~12 干毛l一Lて Jヨて 266 ( 4.2%) 
弦 173 ( 2.7%) その他の楽器 362 ( 5.6%) 
lラ 70 ( 1.1%) 





販路は東・南東ヨーロッパ向けが多く，次し 3で古い rlïj~ÎJである ï!1î ドイツ・イギリス・スカンジナピ
ア諸国であった(表 1). i愉出品の半分はアコーデオンとハーモニカで，輸出の%強は資本主義ml古j
けであった.社会主義諸i認の楽器工業は，チェコスロヴァキアを除くと，国内向けであり， ドイツ民











Iくlingenthal郡については，ライプチヒにある SCG(St. Gallen Consulting Group)なるシンクタンク
が1990年に調査を行った.その報告書の中で，ケルン音楽大学の学生は Musikwinkelの位震について
第 1表 ドイツ民主共和国の楽器および音楽玩具の輸出(1963-]967年)
i豆j ~I 輪出額 総輸出額に占める割合
(TVM) (%) 
ソ述 81.345 33.6 
ブルガリア 21，097 8.7 
西ドイツ・西ベルリン 18、874 7.8 
ポーランド 18，283 7.6 
ハンガリー 11，732 4.8 
イギリス 9，906 4.1 
ハンブルク経由の輸出 9.862 4.1 
ユーゴスラヴィア 虫、561 3.9 
ルーマニア 6.946 2.9 
スウェーデン 6，610 2.7 
デンマーク 5、474 2.3 
ノルウェー 5，169 2.1 
オランダ 4‘761 2.0 
チーェコスロヴァキア 4.384 l.8 
フランス 3，840 l.6 
その他の国 23，907 10.0 
総輸出 241， 751 100.0 
Kauert (1969)による.資料はDenusa
30 


























人口7，612(1993.9.30現在)，面積2、200haである(表 2). IlJの中心部は東から西へ流れる Wei品e
Elsterの支流Schwarzbachの刻んだ谷間に発達し，標高は500mほどで，市街地の北部・南部は600m
ほどの丘陵となっている. 1952/53年に，四i捺の Siebenbrunn，rl号i持する StrassalとSchonlindを合
併して，面積は2，200haで， うち875haが既成市街地となっている.
プラウエンよりチェコ北西部へ通ずる鉄道駅の Adorfから25kmパスで東へ入ったところに中心部
がある.国道 283号がAdorfから Klingenthalを通り Reichenbachへ通じている. 1274年に
Waldhufenflur (林地持分耕地の意)として文献に現れ， 1357年に都市権が与えられた IlT役場のあ
る問角形の広場に 都市格ーの特権を忠わせるものが感じられる. 18Cになって東西方向の谷筋に沿っ
31 







































Klingenlhal / Sa. Stadl 
Markneukirchen. Sladl 
Morgen rothe.]<all ten kranz 
Schilbach 
Schoneck / Vogll.， Sladl 
Tannenbergsthal / Vogll 
Wernitzgrun 
Zwola 





されるようになった.そのためIlJTは1800年以来 Siebenbrunnからの分岐鉄道を要求してきたが， 1909 
年になって漸く Marlくneukirchenを通り， 1911年に Erlbachまで開通した.
20C への変り目 ~j、来，アメリカが当地に代理領事を置いたことは 輸出志向型の楽器工業の力を示
すものであった.
チェコと IB東西ドイツ国境に近いことは，二重の意味で「音楽の11~ (Musikwinkel) Jの中の「音楽
のUfJ(Mllsikstadt)J として特色あるIlJであった.統一後は Erlbachへの分岐鉄道は撤去され，鉄道
のない町となったが，医療・商業・サービス・文化の面でも中心地であり，外へ働きに出る通勤者は
少ない. 15km東の郡都 Klingenthal(人口11，636， 1993 )に次いで、郡内第 2の町である.郡内の田]牛す
は3IlT 9村ー からなり， 3 !lJとは Klingenthal. Markneukirchen・Schoneck(人口3，302)，最も小さな
村は Gunzen(196) とSchilbach (208)である.
1990年，約 7，100人の人口のうち 92.0%，6，530人がivlarkneukirchenに住み， 4.9% 350人が









iReinhold GlierJ者楽字:校・幼稚Ilf. 1長Wfe. 内科郵{史);~・イ三泊三三万ì( ・ 1ミm ・銀行・税3}lt 一二iご・ II;J~
i函館などのほか，スポーツ施設6，ホテル・旅館15などがある.
2. 楽器工業の構造
連邦統計年鑑(]993)によると，ザクセンナ1'の人口は1991年 6月初日現在で472万， Klingenthal1l1~ 


















近隣のプラウエンの労働者管区内の失業率をみると， 1994年 6月は iくlingenthalサーピス所は16.3%



















経営の創業年代をみると， 31 %は1900年以前， 22%が第二次大戦前，合せて53%が第二次大戦前の
創業である.第二次大戦からベルリンの壁が崩壊した1989年1月9Bまでの時期も41%と多く，それ
以降は 6%に過ぎない.それゆえ技術状態も老朽化しており，使用中の機械の45%は1945年以前のも
のである.設備を更新したいが，売れ行き ~!H~ と資金不足がネックとなっている. Markneukirchenで
33 
は下請[子]企業は少なく， 81 %が主経営 (Hauptbetrieb)であり，下請があっても割合近く (20kmま
で)にある.主経常一下請経 1芸j係は， KlingenthallH]牟に多い.経営の60%は従業員19人以下で， 20 
~49人は 11% に過ぎない.従業員上 000人以上のものは一つもない.
年生産額百Ijでは 25万 ~50万 DM (約 1 、 750万円 ~3，500万円)台が32%と最も多く，次いで25TJDM 
未満が19%である. 100万DM (約7 、 000万 P~j)以上の生産をあげ、る企業は約バ (36%)である.逆に
10075-DM未?litが 6制占めていて，零細・ノト経営が主体で、ある.労働者 1人当りの生産額は工場工業
よりも手工業の方が大きい.
2司682人の就労者のうち， 61 %が男， 39%が女である.その質は高く 66名が熟練労働者で、あるのに
対して，未習労働者・研修i中労働者は19%に過ぎず， 12%が事務員， 3 %が経営者でで、ある.訪部誤1練が必
攻斐Cjななのは，特に金属加工業と楽器製作で、ある.全就業者数に占めるパートタイムの割合は19%にのぼ
る
Zwotaの楽器製作研究所(有限会社)Institut fur Musikinstrumentenbau GmbHが1993年 3月15日現
在で行った調査 rMusikhandwerkund-industrie im Vogtlandischen Musikwinkel Markneukirchen / 
KlingeuthalJによると，企業数・音1)ヨIJ・従業者数は次の通りである(表 3). 
楽器関連企業131の総就業者は952人， 1企業平均7.3人であるが従業員 l人の企業が60(45.8%)， 
2人の企業が28(21.4%)で，極零細企業が7害IJも占めている.部門別企業数では木管楽器 (22社)， 
金管楽器 (21社)，弓 (18社)が多く，就業者数でも金管楽器 (244人)，木管楽器(161人)，ハーモ
ニカ(147人)が大きなものである.従業者を地区別にみると Markneukirchenが73.8%，1くlingeuthal
第 3表 Vogtlanclの楽器工業部門別従業者数と企業数 (1993年)
楽器工業部門 Markneukirchen 1 Klingenthal2 従業者数 企業数
Iづ 25 25人 18 
弦楽器 20 20 14 
挺弦楽器 22 10 32 12 
弦・援弦楽器 92 92 
木管楽器 154 7 161 22 
1i.t タlヨn:ユ苛白て~r，if 244 244 21 
~ふ-)ァ 14 3 17 3 
ハーモニカ 147 147 12 
ケース[サック] ・入れ物 20 18 38 7 
苦I)il品 17 17 7 
電子楽器 45 45 
その他 95 19 114 13 
川 73.8%)I 249(26.2%) I 952 131 
1 Markneukirchenには Adorf.Bad Brambach. Breitenfelcl. Erlbach， Eubabrunn. Gopplasgrun. Hohendorf. Rohr-
bach. Schonlind. Schoneck. Siebenbrunn. StraseL Wernitzgrun. Wohlhausenの集務を含
めである
2Klingenthalには Morgenrothe-lxautenkranz. Zwotaの集落を含めてある
(Institut fur Musikinetrumentenbau GmbI-l) 
34 
が26.2%で， 3 1の割合で Markneukirchenが楽器工業の中心地であることを示している. しかも
Klingellthalはアコーデオンを合むハーモニカに特色があるのに対して， Markneukircl日nでは金作・
木管・弦楽器のいわゆるオーケストラ楽採に特色がある.就業者数の大きなものを挙げ、ると，
Vogtlandische MlIsikinstrumententcnfabrik CmbH 200人
( Markneukirchen，金管楽器，サキソフォン)






Klingenthaler Musikelektronik CmbH 45人
( Klingenthal，オーケストラ用品・屯子当~-;{i~) 
CEWA CmbH Mllsikinstrllmente-Etui-uncl Taschenfabrik l'v1itlenwald 32人
(Adorf， ;ヲ・ケース.llJ乏)
C.A.Seydel Sohne CmbH 30人
( Klingenthal，ハーモニカ)
Schreiber & Sohne Nauheim Procluktionsstatte Erlbach 27人
( Erlbach，木管楽器)
製品の原材料‘の供給者は原材料の加工の程度によって若干異なるが(表 4)，地元 Vogtland で 2~
3割，ザクセンナト!を入れても 3~ 4 t礼他方 IEITJ_l:j ドイツからは 3~4 制，外i歪を合めて 4 ~ 5寄IJであ
る
製品の販路は地元 Vogtlanclへは35%，ザクセンナHを含めて口元， 58%は白川以外へ出荷され， I日
間ドイツ (20%)と外国 (20%)へは 4害IJで、輸出率が!高し¥
3. 楽器工業の現況
SCCが1990年に47企業への質IUJのうち， 34は手工業企業， 13は工業企業(うち 3はドイツ信託公
第4表 [¥-1ar k neu k i rchen の楽待~r:業への原材料納入業者の所在地(1990年)
加u:のぞn支 Vogtlancl Sachsen それは外の!日東ドイツ !日iLYドイツ 外!主!
Hj~ 料 23% 12出 25% 30% ]0% 
材料 32% 10% 32% 26% 
r-ili~ il¥ 26% 19% ]0% 40% 5% 























ピアノ製作者上部品 4，オルゴール 1，チター 2，工芸ろくろ 1，アコーデオン 1，清算業 1， 
桶業 1，ハーモニカ 1，請負業 1など様々で，いずれも販売難の問題をかかえている.楽器製作者へ
の部品供給者は，引き合いが少なく，他の業者への供給もままならず，かつての東の市場とは縁が切
れたままである.


























































るHolzblasinstrumentenbau Gn巾H. Metallblasinstrumentenbau Jurgen Voigt. Warwick GmbHや






楽器見本市で、最大のものは，勾;春 Frankfurtam Mainで行われる Messeで，社界最大のものといわ
れている.そこで、名声を持することが 世界市J訪問拓にも通ずるはずであるが，知名度が低いため展
望は I~見けていない.ヴィースバーデンにあるドイツ楽器製作者連邦組合の楽器種類別lJIL~盟会社の所在
j也をみると， ドイツ内の他の産地が分かる(表 5)_ 
ドイツ全体の楽器工業の分布から分ることは ニュルンベルクェエアランゲンj説辺に巨大な産地が
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楽保製作専門学校 (Fachschulefur M凶 ikinsl川 mente山 ω)
IHTを束iJlに通る AclorferSlraseにI(Iして:1ヒ1!Jの丘陵斜HIにある，ぃ:大な建物がそれで， 1中{桁な楽
総長Lj人から寄:H甘されたもの.正式名称はIiAngewanclteKUliSl Schneeberg.L Fachbcreich dcr Hoch. 
schul fur Technik uncl Wirtschaft Zwickau (FH) のAusenstelle Markncukirchen， Stucliengang 
M usikinstrumenten b凱 iである IUTの40km:1ヒ東 Zwickau i有京]5kmSchneeberg (ザクセン州ケムニッ
ツ県の1日¥人仁12.])]"，銀の産出で栄え， レース編みも盛んで，鉱山氏俗の成っている11]")に本部の
ある工業専門大学の分校で，木)i~J~ ・モードデザイン・楽出製作・繊維デザイン・繊維工芸の 5 つの専









教"之は分校長で奇楽と楽器学の Prof.Eberharcl l'vleinelの下 バイオリン製作の E.I<ichter， iヲ製作
のG.Paulus‘援弦楽器製作の S.Eichhornの 4名に，必要に応じて 8人の手工業マイスターと 10人の
上級マイスター，その他の非常勤講師が来議する.授業科目 (i-}・バイオリン・擬弦楽器製作)には，
専門教育，木彫/(ノ〈イオ 1)ンなどの)さお作り，楽器学，楽器製作史，芸術史//美学，社会科学，
苦楽史，音響学，材料学，専門スケ yチ/技術スケ yチ，楽器演奏， 1専物学などがある.学習修了時
には，次の学位が投与される.
Diplommusikinslrumentenballer (FH) -Bogenbau 
// -Geigenball 
// -Zupfinstrumentenbau 
入学試験は年 1回 夏学期jにあり 学~W開始は冬学ftJJ から.適性検査には(少なくとも 20の自分の
作品)， スケ yチ，学力，設計ーなどがある
楽器i専物館 Markne山 i川 len
市街南部に1883年 2)'J 24日に設立され，当初は 'Gewerbemuseum[産業博物館]Jと称していた.















郡部 KlingenthalにT!_:iI持する Zwota村のi雪道283に沿っており， 1954年に設立されたもので，正式に
はlnstitutfur Musilくinstrumentenbau. DDI~ I時代には50人のスタップいたが，今日は10人しかおらず，
つぶされなかった方が不思議なくらいで，現在は登録協会 VogtlandischerForderverein fur ，Musikin-

















ている.毎年 5月， Internationalen Instrumentalwettbewerbe Markneukirchenが開催され， 1994年は
5月4Bから14白までで 部門はクラリネットとホルンであった. Sinfonieorchester Markneukirchen 
はライプチヒの Gewanclhausで客員演奏したことがあり，また Gewanclhausの主席指揮者の Kurt











効果としては， i4-楽のmのイメージアップができ， );1凡1LJ家の米訪を， )iij年1'<]にWJ付:で、き，歩道・自
転車道の整備もでき， j也 Jj&:の人々の!Jj~'の安定に:繋がる
2. ミクロ=インフラストラクチャー複合体の整合lH
提案としては， 9km北方にある SchoncckIUfにある DDRI時代からある大きな Hotcl"Hohc I<ollth"を
中心に整備する.500-600J市のコンサートホール，会議場，ベ y ド数800の大ホテル，飲食m，サウナ，









よるプロテスタントのザクセンへの移住とともに， 1650年頃始まったらしい.チェコの Kraslice. 
Lubyなどとほとんど一体となって楽器工業は Vogtlanclで発達してきた.第一次大戦前にピークに速
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Changes of Musical Instruments Industry in Vogtland， Sachsen 
日iroshiSASAKI 
Vogland is situated between Thu山1gerwald. Frankenwald ancl E口gegirge(Fig.1)， ancl bor-
clers Czech ancl Bayern. The musical instruments inclustIγwas introclucecl by Czech people about 
1650 with the recatholic movement in Bohemia. The inclustry reachecl peak year just before the 
First Worlcl ¥ヘlarand Charge cI'Affaires of American consulate was settlecl in Markneukirchen to 
import the musical instruments. During the DDI~ age most musical instruments were exportecl to 
socialistic countries (Table 1) 
The center of the industry is Markneukirchen with the population of 7、612in 1993 (Table 
2). There are 131 makers of musical instruments with 952 workers (Table 3)ー Almostal makers 
are small private hanclicrafts with one or tv./o workel命s.The name of Vogtlancl is not known 
among western capitalist worlcl ancl the former socialistic markets are clestroyecl by the lack of 
foreign-exchange holdings in those countries. Voglancl makers are now suffering severly from the 
economlc CrJSIS司 anclare looking forwarcl to fincl the new ways of living. Vogland music In-
strumentes makers must be confront with the keen commpetition with other inland makers in 







































































写真12 VEB Klingenthaler Harmonika-
werk(1994.7) 
駅に南隣(MarkneukirehenStr 
国道283号)に面した巨大なア
コーデオン工場は，かつては
3，100人の従業員を要した人民
所有企業(YEB)であったが， 現
在は従業員 104人の Harmona
Akkordeon GmbH (有限会社)と
社名も変っている
